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　今号の『Wesley Hall News』には、コロナ禍にあっても力強く歩む園児や児童、生
徒、学生たち、そして保護者や教職員の姿が記されています。それぞれの文章を読むこ
とにより、聖書の御言葉が一人ひとりに生きる勇気と希望を与えていることを知ること
ができました。青山学院を巣立って行く卒業生たちが、どのような時もイエス・キリストの
教えに拠って立ち、「地の塩、世の光」として豊かな活躍をされることを祈り願います。　

（大学宗教主任　髙砂 民宣）

　2021年春、青山学院から卒業される園
児、児童、生徒、学生の皆さん、ご卒業おめ
でとうございます。4月から皆さんが進まれる
新たな人生の場において、青山学院での
学びと経験とが皆さんの確かな礎となり、
お一人おひとりが力強く歩みだされますよう、
心よりお祈り申し上げます。

　2020年度は誰にも予想のできなかったも
のでした。2020年春から私たちの行動は大
きく制限され、オンラインでの学修という、少し
前には想像すらしなかった生活様式を余儀
なくされました。学ぶ者たち、教える教員、支
えるご家族・職員、すべての人にとって心身
への負担が大きな生活で、心がうつむきがち
になった日 も々ありました。しかし、その中で
も、荒れ地に一輪の花が咲くように、折々に
気づきや学びが与えられてきました。振り返っ
てみれば、皆さんお一人おひとりに、不自由な
状況にあっても、オンライン授業だったからこ
そ、気づいたこと、考えたこと、取り組めたこと
があったのではないでしょうか。
　オンラインを通して、この一年、学生の皆さ
んが葛藤しながらさまざまにこの困難な時と
向き合う姿に接しました。一人の学生のこと
を少しご紹介します。この学生は、青山学院
の高等部から大学に進学したそうで、これま
でに教わった聖書の言葉をよく心に留めて
おり、青山学院の校風を大切に思い、私が
担当したキリスト教科目のオンライン講義にも
熱心に出席してくれました。あるアートの活
動に―（私が推察するに）これからの人生を

賭けるかもしれないほどの熱意で―取り組
んでいるようでした。
　毎週丁寧に記された考察には、時折、こ
のアート活動に触れる部分があり、良いもの
を制作したいという純粋な思いが伝わってき
ました。実習科目すらオンラインとなった落胆
を記しつつ、気持ちはいつも制作活動に向
かって、自分が今できることを考えていまし
た。過去に独りよがりで人を傷つけてしまった
ことを振り返り、他者への配慮のない者に
よって制作されるものはそれ自体も他者への
配慮を欠くと考察する文章は、とても興味深
いものでした。青山学院のこのアートのサー
クル活動は、ゼロになりそうだったところを、皆
で協力し、今ではプロと連携して他大学には
ない独自の実績を作っているとのこと。
　この学生の考察を読むと、「Do what you 
love. Love what you do.」という言葉が自
然と心にのぼってきました。「あなたの愛する
ことを為しなさい、あなたの為すことを愛しな
さい」。地道な作業の困難も創りあげる喜び
をも知るこの学生にとって、制作活動は、呼
吸のように

せい
生そのものであって、それへの思

いは愛にほかならないと感じられました。
　「自分はクリスチャンではないけれど」と慎
ましく前置きして綴られる、高等部以来学ん
できた聖書の言葉や今年度のオンライン礼
拝説教についての考察の言葉も、制作を為
す心や手、身体と結びつけられて語り出され
ていました。この学生は制作を通して、神の
愛、主イエスの愛を確かに仰ぎ見ているよう
でした。多くの失敗やコロナ禍の制約にもか

大学宗教主任

神は、その独り子をお与えになったほどに、世を愛された。  （ヨハネによる福音書 3章16節）
島田 由紀

　幼稚園は5月
の緊急事態宣
言解除後に保
育を再開しまし
たが、これまで通
りに園内の一つ

の所に集まり礼拝をすることは困難な状況
でした。保育の中心である礼拝を子ども達
と共にささげることができない日が来るとは
思ってもみないことでした。子ども達が通う
教会学校もお休みとなったままのところが
ほとんどでした。
　しかしやがて子どもたちは幼稚園で集ま
りをする際には隣の人と距離を取って座る
など、互いを守るために必要な行動を自ら
取るようになります。幼稚園での礼拝は、手

石橋　エリ　幼稚園主事
幼稚園から

�e Salt of the Earth, �e Light of the World
地 の 塩 、世 の 光

（マタイによる福音書　第5章 13～16節より）
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わたしは世の終わりまで、
　　　いつもあなたがたと共にいる。

マタイによる福音書 28章 20節

かわらず、良いものを創りたいという、やみが
たい溢れる思いを知るからこそ、どのような
嵐や挫折のときにも人間を過ぎ去ろうとしな
い神の愛を、直観的に知っていると感じさせ
られました。

　青山学院から卒業されていく皆さん、全
世界的に先の見えない状況の中で、学び舎
をあとにし新たな環境に入っていく不安は大
きなものかもしれません。ことに、自分が選択
肢をコントロールできない場面がかつてなく
多いこの情勢です。しかし、このようなときだ
からこそ、お一人おひとりが、ご自分の生活
のなかに《愛》の余地を持っていてほしいと
願います。あなたが（たとえ一瞬でも）損得を
忘れて思いと手間とを注げることは何です
か。あなたが困難や失敗に直面しても、思い
はそれに戻っていくことは、何でしょうか。

　青山学院は、神の愛が皆さんの人生の礎
とされるよう願ってきました。神こそは「Do 
what you love. Love what you do.」を究
極においてなされるお方です。神は愛にお
いて皆さんお一人おひとりの生を形造られ、
喜びをもってお一人おひとりの生へと関わら
れます。神によって造られた皆さんへの神の
愛は、どのような困難があろうとも、やみがた
いもの。神の愛は皆さんから過ぎ去ろうとし
ないのです。
　皆さんが神の愛という確かな礎を知り、恐
れることなく歩んでいかれますことを、切にお
祈りいたします。

“Do what you love. Love what you do.”　　過ぎ去ろうとしない神の愛説 
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話賛美などの新しい形を考えながら、再び
守ることができるようになりました。そしてこ
の間も保育者は、毎朝の保育前の礼拝とそ
れぞれの教会での主の日の礼拝をささげる
ことを大切にし続けました。
　この困難な状況の中で幸いであったこと
は、主イエスキリストの父なる神さまに「神さ
まどうしたら良いのですか？」「助けてくださ
い！」と礼拝や祈りを通して、問いかけること
や助けを求めることが私達に許されていた
ことでした。
　神さまへの問いかけの答えは私達の思う
ような形では返って来ません。それでもな
お、私達の創り主である唯一の神さまに
のみ光を見て、今後も子ども達との園生活
を工夫しつつ進めていきたいと願います。

　当たり前の毎
日は、当たり前で
はないことを誰も
が感じた1年とな
りました。高等部
では5月までのオ

ンライン授業期間中は、聖句と200文字程
度にまとめた先生方のメッセージを毎日配
信しました。6月になり分散登校が再開され、
礼拝も短い時間ではありましたが放送室よ
り各ＨＲ教室に流されました。その後、例年
通りの時間で礼拝をまもることができるよう
になり、感染対策を講じたうえで讃美歌も1
節ではありましたが歌えるようになりました。
夏休みがあけてから、一学年ずつＰＳ講堂

山元 克之　高等部宗教主任
当たり前ではない日々     

に入り、他の学年はその音をＨＲ教室に放
送する形で礼拝をまもりました。
　COVID-19下で考えたことは、いつの時
代もそうであったのですが、どの教職員も礼
拝を中心と考え、その為に多くの協力をして
いただき、礼拝の時間を持つことができてい
るということを、改めて強く感じました。
　礼拝の時間を大切に考え、協力してくだ
さる教職員の方々がいるからこそ、キリスト
教教育が今の時代も変わらず行うことがで
きています。高等部生もまた、その空気の中
で聖書の御言葉に触れることができていま
す。当たり前の毎日は当たり前ではない。礼
拝を捧げられることもまた、神の御業である
と感じています。

　新型コロナウ
イルスの感染が
拡大する中、キリ
スト教学校の根
幹である礼拝も

今までと同じように礼拝堂に集まって讃美を
し、祈り、御言葉を聴くということができなくな
りました。礼拝は、オンライン礼拝になり、モニ
ター越しに礼拝をささげることになりました。
礼拝をささげるということはどういうことか、
改めて問われているようにも思いました。
　ある時、インターネットに掲載されていた漫
画で神さまとサタンの対話というものがありま
した。地球を目の前にして神さまに向かって
サタンが「コロナウイルスを使ってあなたの

小澤 淳一　初等部宗教主任
万事が益となるように働かれる神さま

教会を閉鎖した」と自慢げに言います。する
と、神さまは「それどころか、私はコロナ禍に
よって、すべての家庭に教会（祈りの場）を
開いてきたところだ」と答えたというもの。
　私たちは新型コロナによってできなくなっ
たことにしか目を向けていないことに気づか
されます。そうではなくて、神さまは、すべて
を用いてよいもので満たしてくださる、私た
ちに悪いようにはなさらないのです。ちょう
ど、「嵐を静める」テキストで、「なぜ怖がる
のか、まだ信じないのか」と言われた主イエ
スの言葉を思い起こします。
　何が神さまに喜ばれることかを祈り考え、
この状況だからこそできることにチャレンジ
していきたいものです。

　「共に生きる」ことをあらゆ
る場面で大切にしてきた女
子短期大学にとって、分断
ではなく、繋がり続けることに
さまざまな形で挑戦し、新し

い出会い、学び、発見が与えられたことが思いを超えた
恵みでした。「ステイホームのみなさんへ」と題したショー
トメッセージを多くの方々のご協力により配信しました。
　また短大被災地支援ボランティアチーム Blue Birdと
大学の公認愛好会MF3.11 東北応援愛好会が中心と
なり、宮古市と共催して「熊本にエール ！ 宮古―青山―
熊本  オンラインジャズコンサート」を9月7日に開催し、翌
8日にはオンラインシンポジウム「共に前へ―コロナ禍時
代の傷と絆」を実施しました。

吉岡 康子　女子短期大学宗教主任
共に前へ

　第一部「コロナ禍における災害のケア」には、宮古市
長・山本正徳氏、前熊本県知事・潮谷義子氏、青山学
院大学卒業生で現在三井記念病院医師をされている
白杉由香理氏をシンポジストにお迎えし、宮古、熊本の
被災から復興への取り組みや課題、医療現場の最前
線の状況などをとおして、コロナウィルス感染拡大のな
かで私たちが何を知り、どの様に行動をすべきかにつき
多くを教えていただきました。
　第二部は「地域活性化の現状と課題」をテーマに、青
山学院卒業生で短大ボランティアのサポーターである加
藤洋一郎氏や熊本ルーテル学院大学のボランティアグ
ループの学生も参加し、コロナ感染拡大の状況下にあっ
ての支援活動のあり方などにつきディスカッションをし、多
くのよき学びの機会となりましたことを感謝いたします。

　普段通りに卒
業生を送り出せ
ず、桜の花びら
が舞い散る４月
に入学式を行え
ない中で、命を

脅かすウイルスと向き合って生きなければな
らない2020年度が始まりました。学校に登校
できなかった６月初めまで、中等部でもオンラ
インによる配信授業が始められ、生徒たちは
早寝早起きの生活を守る難しさを経験し、
それは教員にとってもリモートでのホーム
ルームや授業、動画作成のために熟慮を重
ねる労苦の期間であったに違いありません。
宿泊行事や部活の合宿や試合が中止にな
り、上級生たちは目標をどこに定めるべきか

浅原 一泰　中等部宗教主任
コロナ禍の一年を振り返って

に、また新入生たちは友達作りなどに苦心し
たと思います。この異常な事態において神
は生徒たちをどう導こうとされるのか。聖書
に答えを捜し求めても見つからない中で、あ
る時ふと、生徒たちを通して神は答えを示し
て下さいました。運動会や中等部祭を行うこ
とができた二学期、彼らの表情は光り輝いて
いました。「学校に来れなくなったことで、当
たり前に過ごして来た友達との毎日、部活の
練習、授業が当たり前でないこととその有難
さに気づかされた」とある生徒は証ししてく
れました。「光は暗闇の中で輝いている。」コ
ロナの暗闇が覆う世界の中であっても、昨日
から今日へ、今日から明日へと前進しようと
するこの生徒たちこそ、神は今も、いつまで
も愛の光で輝かせて下さると信じる者です。

　ネット上で素敵な商品に出
会い、そのままクリックして購
入に進もうとした際、「やっぱ
り商品を手にしてから考えよ
う」と思い直し、取扱店にまで

行ってお目当ての商品に触れて確認します。すると「あ
れ、思っていたのと違う…」と気づかされ、一気に熱が冷
めたということがありました。
　大学は長期化するオンライン授業に可能性を見出し
つつあります。しかし同時に「あれ、思っていたのと違う
…」という状況も増えました。そこから言えることは、「重
要事項であればあるほどオンライン上だけでは決定し

塩谷 直也　大学宗教部長
重要な決断は…

ない」ということです。私たちはオンラインで限りない情
報を取得できます。しかしそれだけで全てがわかったつ
もりになり、重要な決断までクリック一つで済ませるのは
危険です。手間暇かけてでも出向き、見て聞いて触れ
て、判断すべき事柄があります。
　その最たるものが人を信頼するという決断です。だ
から学生の皆さん、「あなたに書くことはたくさんありま
すが、インクとペンで書こうとは思いません。すぐにでも
あって親しく話し合いたいものです。」（第3ヨハネ　13
～14節） そして一日も早く、「知識の伝達」ではなく
「信頼関係」を築ければと願っています。
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